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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次 第３期 第４期 第５期 第６期 第７期

決算年月 平成28年３月 平成29年３月 平成30年３月 平成31年３月 令和２年３月

売上高 （千円） 132,000 132,000 132,000 150,000 150,000

経常利益 （千円） 48,837 49,075 23,239 33,970 36,089

当期純利益 （千円） 20,749 19,863 8,688 9,228 23,919

持分法を適用した場合の投資

利益
（千円） － － － － －

資本金 （千円） 300,000 90,000 90,000 90,000 90,000

発行済株式総数 （株） 1,740 1,740 1,740 1,740 1,740

純資産額 （千円） 1,639,323 1,659,187 1,667,875 1,677,104 1,701,024

総資産額 （千円） 2,231,858 2,414,272 2,362,485 2,353,259 2,348,456

１株当たり純資産額 （円） 942,140 953,556 958,549 963,853 977,600

１株当たり配当額
（円）

－ － － － －

（内１株当たり中間配当額） (－) (－) (－) (－) (－)

１株当たり当期純利益 （円） 12,425 11,415 4,993 5,303 13,746

潜在株式調整後１株当たり当

期純利益
（円） － － － － －

自己資本比率 （％） 73.5 68.7 70.6 71.3 72.4

自己資本利益率 （％） 1.5 1.2 0.5 0.5 1.4

株価収益率 （倍） － － － － －

配当性向 （％） － － － － －

営業活動によるキャッシュ・

フロー
（千円） 26,462 38,040 86,569 88,991 70,367

投資活動によるキャッシュ・

フロー
（千円） △156,263 △226,244 △192,749 △12,640 △42,481

財務活動によるキャッシュ・

フロー
（千円） 380,040 170,040 △58,736 △31,896 △31,924

現金及び現金同等物の期末残

高
（千円） 261,391 243,228 78,312 122,768 118,730

従業員数
（人）

－ － － － －

（外、平均臨時雇用者数） (－) (－) (－) (－) (－)

株主総利回り （％） － － － － －

（比較指標：－） （％） (－) (－) (－) (－) (－)

最高株価 （円） － － － － －

最低株価 （円） － － － － －

　（注）１．当社は連結財務諸表を作成していないため、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移は記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３.「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を第６期の期首から適用しており、

第５期に係る主要な経営指標等については、当該会計基準等を遡って適用した後の指標等となっております。

４．持分法を適用した場合の投資利益は、持分法適用会社がないため記載しておりません。

５．潜在株式調整後１株当たり当期純利益は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

６. 当会社は非上場のため、株価収益率、株主総利回り、比較指標、最高株価及び最低株価については記載しておりません。
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２【沿革】

　平成25年４月１日 新設分割による会社分割により株式会社桑名カントリー倶楽部六石コース（旧株式会社桑名カ

ントリー倶楽部）からゴルフ場賃貸事業を承継し設立しました。

 

３【事業の内容】

　当社は、桑名市嘉例川所在のゴルフコース及び附属設備を有し、人格なき社団である桑名カントリー倶楽部（以

下、「桑名カントリー倶楽部」という。）に一括して賃貸しております。実際のゴルフ場の経営は、桑名カント

リー倶楽部の業務執行機関である理事会の方針に基づき、当社より賃貸したゴルフコース及び附属設備を運営し、

当社の株主即ち倶楽部の会員及びビジターの利用に供し、以て健全なるスポーツであるゴルフの発展に寄与してい

ます。

 

（当社）

　当社はゴルフ場施設を、桑名カントリー倶楽部に賃貸することによって、不動産賃貸事業を営んでおります。

　当社は取締役会の決議に基づき、代表取締役三澤孝行が専ら経営を行い、ゴルフ場施設の整備、維持管理に務め

ております。

　当社には職員が存在しないため、桑名カントリー倶楽部の職員に業務の補助を依頼しております。

 

（桑名カントリー倶楽部）

　桑名カントリー倶楽部は、当社のゴルフコース及び附属設備を利用してゴルフ場を運営しております。会員は当

社の株主であることを要件とし、令和２年３月31日現在個人会員1,498名法人会員237名、合計1,735名でありま

す。

　組織としては理事会の下に、参与会、ハンディキャップ委員会、コンペティション委員会、ハウス委員会、コー

ス委員会、キャディ委員会、エチケット委員会、フェローシップ委員会、女子委員会を設置し、各々活動しており

ます。

 

　[事業系統図]

以上述べた事項を事業系統図によって示すと次のとおりであります。

 

４【関係会社の状況】

　該当事項はありません。

５【従業員の状況】

(1）提出会社の状況

　従業員はおりません。（第１　企業の概況　３.事業の内容　参照）

(2）労働組合の状況

　労働組合はありません。
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第２【事業の状況】

１【経営方針、経営環境及び対処すべき課題等】

　当社は、所有するゴルフコース及び附属設備を、株主である会員によって組織される桑名カントリー倶楽部に賃貸

し、その施設の維持にあたることにより、健全なるスポーツであるゴルフの発展に寄与する経営方針であります。な

お、ゴルフ場の運営は、桑名カントリー倶楽部の業務執行機関である理事会の方針に基づき行われておりますが、当

社は桑名カントリー倶楽部の経営指標を共有し、来場者数30,000人を目標として当社と桑名カントリー倶楽部との共

存共栄を図っております。

　ゴルフ場業界は若者のゴルフ離れ等によりゴルフ場の利用者は年々減少傾向にあります。またレジャーの多様化や

料金の低廉化の風潮は今後も変化しないものと予想されます。このような競争の激化が続く中、当社はゴルフ場とし

て歴史と伝統をもつ株主会員制度を維持し、株主会員を含む来場者の方々に満足いただける施設の提供に取り組んで

おりますが、ゴルフ場の選別が一層際立つ厳しい状況は続くものと思われます。

　このような経営環境のもと、当社が優先的に対処すべき課題は、株主会員を含む来場者の方々に選ばれる品質と

コース整備の充実であります。具体的な対策として、コース整備では松枯れの進む中での樹種転換の実施、また散水

設備の老朽化対策などコースの改善を計画的に図っていくことにより、桑名カントリー倶楽部と共に来場者の増加に

努めております。

　また、桑名カントリー倶楽部では、新型コロナウィルス感染症の拡大により大口コンペの予約キャンセルが増加し

ております。当社の経営成績に与える直接の影響はありませんが、新型コロナウィルス感染症問題の長期化は、桑名

カントリー倶楽部の業績に影響を与える可能性があります。当社は新型コロナウィルス感染症の拡大防止策として、

桑名カントリー倶楽部の職員や来場者の方々の安全・安心を考えた施設の様々な感染対策を行っております。今後も

桑名カントリー倶楽部との関係強化を図ることにより、新型コロナウィルス感染症による来場者数減少を最小限にと

どめるように対策をとってまいります。

　なお、文中の将来に関する事項は、当事業年度末現在において当社が判断したものであります。
 

２【事業等のリスク】

　有価証券報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可

能性のある事項には、以下のようなものがあります。

　なお、文中の将来に関する事項は、当事業年度末現在において当社が判断したものであります。
 
（１）小規模組織であることについて

　当社は、代表取締役三澤孝行が専ら経営を行い常務取締役吉田克己がその事務をとり、桑名カントリー倶楽部の

職員に業務の補助を依頼しております。小規模組織で人的資源に限りがある中、個々の役職員の働きに依存してい

る面もあり、役職員に業務遂行上の支障が生じた場合には業務に支障が生じる可能性が相当程度あります。現状の

役職員が異動する可能性は極めて低いものの、その対策として桑名カントリー倶楽部の役職員と常に連携を図り、

業務に支障がでないような体制をとっております。

（２）配当政策について

　当社は、剰余金の配当については現在行っておらず、内部留保資金は経営体制の一層の充実ならびに将来の設備

改善に使用しております。なお、当社の株主特典としては桑名カントリー倶楽部が運営するゴルフ場の会員とし

て、ゴルフコースの優先使用権を有し低廉なる料金でゴルフ場を使用することができます。今後も、株主への還元

については金銭による配当以外の様々な特典を検討しております。

（３）桑名カントリー倶楽部との関係について

①桑名カントリー倶楽部との関係について

　　　　当社の株主は、桑名カントリー倶楽部が運営するゴルフ場の会員となる権利を与えられ入会することができま

す。また、当社は桑名カントリー倶楽部に対してゴルフ場施設を賃貸しております。
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②桑名カントリー倶楽部との取引関係について

　　　　当社はゴルフコース及び附属設備を有し、桑名カントリー倶楽部に賃貸しています。そのため、桑名カントリー

倶楽部とのゴルフ場施設賃貸契約に変更があった場合には、当社の売上高に100％影響を及ぼします。今後、経済

情勢の変動及び賃貸する設備の内容の変更により賃貸料が増減する可能性もありますが、現在においてその発生可

能性は低いと考えられます。現状では、桑名カントリー倶楽部との関係を強化し、当社との共存共栄を図るべく、

賃貸契約内容の見直しを毎期行っております。
 

３【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）経営成績等の状況の概要

　当事業年度における当社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フロー（以下「経営成績等」という。）の状況の

概要は次のとおりであります。

 

①財政状態及び経営成績の状況

　当事業年度におけるわが国の経済は、消費増税後の個人消費の冷え込みに大幅なGDPの低下、また追い打ちをかけ

るように新型コロナウィルス感染症が短期間で全世界に広まり、日本経済はもとより、世界経済の混乱が深まり、金

融市場の崩壊は止まらず株価は乱高下を繰り返しております。一方、ゴルフ業界の経営環境は、近年の異常気象や自

然災害の影響によるコースコンディション維持の困難さなど、また外出自粛ムードの高まりもあり依然厳しい環境が

続いております。

　このような状況の中、株式会社桑名カントリー倶楽部六石コースより、信楽の山林124万㎡を購入いたしました。

また、コース内におきましては、抵抗性赤松・八重桜・イロハモミジ・イチョウの植樹を行いコースの維持管理に努

めました。

　その結果、当事業年度の売上高は150,000千円（前年同期150,000千円）で、営業利益は35,856千円（前年同期

33,265千円）、経常利益が36,089千円(前年同期33,970千円）となり当期純利益が23,919千円(前年同期9,228千円）

となりました。

　一方、前事業年度末に比べ現金及び預金が4,037千円減少し、固定資産が363千円減少したこと等により、資産合計

が4,803千円減少し2,348,456千円となり、負債合計が28,722千円減少し647,432千円となり、純資産合計が23,919千

円増加し1,701,024千円となりました。

 

②キャッシュ・フローの状況

　当事業年度における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、営業活動によるキャッシュ・フローが

70,367千円（前年同期比20.9％減）と減少し、有形固定資産の取得による支出、長期借入金の返済による支出に使用

した結果、前事業年度に比べ4,037千円減少し、当事業年度末には118,730千円となりました。

 

　また当事業年度における各キャッシュ・フローは次のとおりであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果得られた資金は70,367千円(前年同期比18,624千円減）となりました。

　これは主に、税引前当期純利益が36,089千円（前年同期比22,122千円増）あったものの、前事業年度のその他の収

入25,137千円が当事業年度にはその他の支出5,102千円となったこと等によるものであります。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は42,481千円(前年同期比29,840千円増）となりました。

　これは有形固定資産の取得による支出が増加した事によるものであります。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果使用した資金は31,924千円（前年同期比28千円増）となりました。

　これは長期借入金の返済による支出が増加したことによるものであります。
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③販売の実績

　当事業年度における販売実績を事業の種類別に示すと次のとおりです。

事業の種類 当事業年度 前年同期比（％）

不動産賃貸事業（千円） 150,000 100.0

合計（千円） 150,000 100.0

　(注）１.上記の金額には消費税等は含まれておりません。

　　　 ２.最近２事業年度の主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合は次のとおりでありま

す。

相手先
前事業年度 当事業年度

金額（千円） 割合（％） 金額（千円） 割合（％）

桑名カントリー倶楽部 150,000 100.0 150,000 100.0

(注）上記の金額には消費税等は含まれておりません。

 

（２）経営者の視点による経営成績等の状況に関する分析・検討内容

　経営者の視点による当社の経営成績等の状況に関する認識及び分析・検討内容は次のとおりであります。

　なお、文中の将来に関する事項は、当事業年度末現在において判断したものであります。

 

①当事業年度の経営成績等の状況に関する認識及び分析・検討内容

　当社は、桑名カントリー倶楽部にゴルフコース及び附属設備を賃貸し、その維持運営を行うことにより安定的な経

営を維持することを基本方針とし、桑名カントリー倶楽部のゴルフ場運営を支援することに努めております。

　桑名カントリー倶楽部との関係については、当社の経営に重大な影響を与える可能性があり、経営指標としての来

場者数30,000人の確保により、当社は確実な利益の計上による安定的な財務基盤を強化すべく、賃貸原価に見合う賃

貸収入の確保を桑名カントリー倶楽部との共存共栄に務めながら検討しております。

　経営方針については、当事業年度は植樹等コースの維持管理を確実に実行し、経営指標である来場者数について

は、29,279名となり前年対比109人増（前年対比0.3％増）となりましたが、目標である30,000人に対しては2.4％

（721人）の未達となりました。

　当事業年度の経営成績につきましては、売上高は前事業年度と同額の150,000千円でありますが、売上原価は前事

業年度に比べ0.6％減の88,734千円となり、販売費及び一般管理費は経費削減に努めた結果、前事業年度に比べ7.4％

減の25,409千円となりました。

　当事業年度の財政状態につきましては、資産合計は、前事業年度末に比べ4,803千円減少し2,348,456千円となりま

した。流動資産は主に現金及び預金が4,037千円減少したことにより4,439千円減少し119,329千円となりましたが、

これにつきましては「（１）経営成績等の状況の概要　②キャッシュ・フローの状況」に記載のとおりであります。

固定資産は、土地の購入による増加があったものの、減価償却費の計上等により363千円減少し2,229,126千円となり

ました。

　また、当事業年度の負債合計は、前事業年度末に比べ28,722千円減少し647,432千円となりました。流動負債は主

に未払法人税等が8,163千円増加したものの、未払消費税等が5,102千円減少したこと等により150千円減少の46,720

千円となり、固定負債は借入金の返済により、長期借入金が28,572千円減少したこと等により600,712千円となりま

した。

　当事業年度の純資産合計は、当期純利益23,919千円を計上した結果、繰越利益剰余金が増加し1,701,024千円とな
りました。

 

②キャッシュ・フローの状況の分析・検討内容並びに資本の財源及び資金の流動性

　当社の当事業年度のキャッシュ・フローの状況は「（１）経営成績等の状況の概要　②キャッシュ・フローの状

況」に記載の通りでありますが、当事業年度は固定資産を手元資金により取得したため、投資活動の結果使用した資

金が増加し（42,481千円）、財務活動の結果使用した資金（31,924千円）と合わせて、営業活動の結果得られた資金

（70,367千円）を上回り、資金が4,037千円減少しましたが、財務上は十分な資金残高（118,730千円）を確保してお

ります。

　当社の運転資金需要の主なものは設備維持費用、土地賃借料等の固定費用であり、また投資を目的とした資金需要

はゴルフコース及び附属設備に関する設備投資等であります。運転資金の源泉は、賃貸原価に見合う賃貸収入を確保

することであり、また、ゴルフコースの設備投資資金の調達については、桑名カントリー倶楽部の会員である株主に

よる増資を基本として、必要に応じて金融機関からの長期借入を行っております。長期借入金の返済については、営

業活動によるキャッシュ・フローの範囲内での資金計画を立案して返済期間等を検討しております。

　なお、資金の源泉は増資を基本とし、一部長期借入を実行しております。当事業年度における有利子負債の残高

は、長期借入金114,284千円（１年内返済予定の長期借入金含む）であります。
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③重要な会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

　当社の財務諸表は、わが国において一般に公正妥当と認められている企業会計の基準に基づき作成されておりま

す。また、この財務諸表の作成にあたっては、決算日における財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に

影響を与えるような経営者の見積り及び予測を必要としております。当社は過去の実績値や状況を踏まえ合理的と判

断される前提に基づき、見積り及び予測を行っております。

 

４【経営上の重要な契約等】

　当社は、桑名カントリー倶楽部とゴルフ場施設賃貸借契約及びゴルフ場施設賃貸借に伴う保証金に係る契約書を締

結しております。

　（契約内容）

　　１.賃貸物件　ゴルフコース及び附属設備

　　２.賃貸料　　年額150,000千円

　　３.保証金　　515,000千円

　　４.賃貸期間　特に定めない
 

５【研究開発活動】

　特記事項はありません。
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第３【設備の状況】

１【設備投資等の概要】

　当事業年度中において実施いたしました設備投資は次のとおりであり、当事業年度の設備投資額は42,481千円とな

りました。

　山林　信楽町神山　　42,481千円

 

２【主要な設備の状況】

　当社は賃貸設備を有しており、主要な設備は以下のとおりであります。

令和２年３月31日現在
 

事業所名

（所在地）

桑名カントリー倶楽部（三重県桑名市嘉例川）

面積（㎡） 金額（千円）

建物
5,009.82

[822.1]
441,646

構築物  42,347

機械及び装置  0

工具、器具及び備品  28,144

土地
2,176,463.23

（11,717.9）
375,008

立木  14,277

コース勘定  1,321,653

合計

 

[822.1]

(11,717.9)

2,223,076

従業員（人）  －

 

　（注）１．建物の面積の［　］書きは、賃貸部分を示しており、内書きであります。

　　　　２．土地の面積の（　）書きは、賃借部分を示しており、外書きであります。

 

３【設備の新設、除却等の計画】

当事業年度末現在における重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 　　　1,800

計 　　　1,800

 

②【発行済株式】

種類
事業年度末現在発行数

（株）
（令和２年３月31日）

提出日現在発行数（株）
（令和２年６月24日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 1,740 1,740 非上場

権利内容に何ら

限定のない当社

における標準と

なる株式であ

り、単元株制度

は採用しており

ません。

計 1,740 1,740 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

②【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

③【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　　　　　該当事項はありません。

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成27年11月２日（注）１ 120 1,740 210,000 300,000 210,000 1,254,468

平成28年７月29日（注）２ － 1,740 △210,000 90,000 210,000 1,464,468

（注）１.有償一般募集　　　　　　120株

発行価格　　　　　　3,500千円

資本組入額　　　　　1,750千円

２.資本金の額の減少は、会社法第447条第１項の規定に基づき資本準備金に振り替えたものであります。
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（５）【所有者別状況】

令和２年３月31日現在
 

区分

株式の状況

単元未満株
式の状況政府及び地

方公共団体
金融機関

金融商品取
引業者

その他の法
人

外国法人等
個人その他 計

個人以外 個人

株主数（人） － 3 － 91 － － 1,503 1,597 －

所有株式数

（株）
－ 7 － 230 － － 1,503 1,740 －

所有株式数の

割合（％）
－ 0.40 － 13.22 － － 86.38 100 －

 

（６）【大株主の状況】

  令和２年３月31日現在

氏名又は名称 住所 所有株式数（株）

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合
（％）

株式会社ノリタケカンパニー

リミテド
名古屋市西区則武新町３丁目１番36号 14 0.80

株式会社中日新聞社 名古屋市中区三の丸１丁目６番１号 6 0.34

日本ガイシ株式会社 名古屋市瑞穂区須田町２丁目56番地 5 0.28

株式会社川本製作所 名古屋市中区大須４丁目11番39号 5 0.28

中京医療株式会社 桑名市和泉524 5 0.28

東邦瓦斯株式会社 名古屋市熱田区桜田町19番18号 4 0.22

中部電力株式会社 名古屋市東区東新町１番地 4 0.22

伊勢湾海運株式会社 名古屋市港区入船１丁目７番40号 4 0.22

株式会社フジトランスコーポ

レーション
名古屋市港区入船1丁目７番41号 4 0.22

計 － 51 2.93

 

　（注）所有株式数第10位にあたる３株を所有する株主の数が16名となっておりますので、上位９名のみの記載としてお

　　　　ります。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

令和２年３月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他）
普通株式

1,740
1,740

権利内容に何ら限定

のない当社における

標準となる株式

単元未満株式 － － －

発行済株式総数 1,740 － －

総株主の議決権 － 1,740 －

 

②【自己株式等】

令和２年３月31日現在
 

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

－ － － － － －

計 － － － － －

 

２【自己株式の取得等の状況】

【株式の種類等】　該当事項はありません。

（１）【株主総会決議による取得の状況】

　該当事項はありません。

（２）【取締役会決議による取得の状況】

　該当事項はありません。

（３）【株主総会決議又は取締役会決議に基づかないものの内容】

　該当事項はありません。

（４）【取得自己株式の処理状況及び保有状況】

　該当事項はありません。

３【配当政策】

　当社の株主は桑名カントリー倶楽部が運営するゴルフ場の会員として、ゴルフコースの優先使用権を有し低廉なる

料金でゴルフ場を使用することができます。従って、金銭による利益配当は行わない予定です。内部留保金は、経営

体質の一層の充実ならびに将来の設備改善に役立てたいと考えております。

　なお、剰余金の配当の決定機関は、株主総会であります。

 

EDINET提出書類

株式会社桑名カントリー倶楽部(E27298)

有価証券報告書

11/38



４【コーポレート・ガバナンスの状況等】

（１）【コーポレート・ガバナンスの概要】

　当会社は株主即ち会員及びビジターのゴルフ場施設利用に供し、健全スポーツであるゴルフの発展を尊重し、企業

価値を高める事を経営者の責務とし、経営執行の過程において取締役会の合議機能、監査役会の監視機能あるいは社

内組織・業務分掌における牽制機能などを有効に発揮させる事によって、経営の健全性、公平性、透明性を確保する

事が基本であると考えております。

①　会社の機関の内容

　当社は監査役制度を導入しており、監査役会による経営監視・監督体制をとっております。具体的には監査役

会を年５回開催し、監査役間での情報の共有化を図っております。

　取締役会については、定時開催に加え、必要に応じて臨時の書面決議が行える体制を整えております。また当

社は、会計監査の適正さを確保するため、監査役会及び取締役会が、会計監査人から会社法・金融商品取引法に

基づく会計監査の報告を受けております。

 

②　内部統制システムの整備の状況

ａ　取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制

　取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理は、「文書管理規程」並びに、「文書保存規程」を定め、これ

に従い当該情報を文書又は電磁的媒体に記録し、整理、保存しております。

　「文書管理規程」並びに「文書保存規程」は、必要に応じて適時見直し改善を図るものとしております。

ｂ　取締役及び使用人の職務の執行が効率的に行われる事を確保する為の体制

　代表取締役は、常務取締役を使用人の職務の効率性に関しての総括責任者に任命し、中期経営計画および年次

経営計画に基づいた目標に対し、職務執行が効率的に行われるよう監督しております。

ｃ　取締役及び使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保する為の体制

　取締役が他の取締役の法令定款違反行為を発見した場合は直ちに監査役及び取締役会に報告するなどガバナン

ス体制を強化しております。

　代表取締役は、常務取締役を使用人の職務が法令及び定款に適合している事に関しての総括責任者に任命し、

問題点の把握と改善に努めるものとします。

ｄ　監査役がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合における当該使用人に関する体制

　監査役がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合、代表取締役は監査役と協議の上、監査役を補

助すべき使用人を指名することができます。監査役が指定する補助すべき期間中は指名された使用人の指揮権は

監査役に移譲されたものとしております。

③リスク管理体制の整備の状況

　代表取締役は、常務取締役をリスク管理に関する総括責任者に任命し、必要に応じて、「リスク管理規程」を

新たに制定しております。

　監査役はリスク管理状況を監査し、必要に応じて取締役会に報告しております。
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④　役員報酬

　当事業年度における当社の取締役および監査役に対する役員報酬であります。

　　　社内取締役に支払った報酬10,800千円（社外取締役－千円）

　　　社内監査役に支払った報酬　　－千円（社外監査役－千円）

 　　　 計　　　　　　　　　　10,800千円

⑤　取締役の定数及び選任の決議要件

ａ　取締役の定数

　当社の取締役は20名以内とする旨定款に定めております。

ｂ　取締役の選任の決議要件

　当社は、取締役の選任決議について、議決権を行使することができる株主の議決権の３分の１以上を有する株

主が出席し、その議決権の過半数をもって行う旨定款に定めております。また、取締役の選任決議は累積投票に

よらないものとする旨定款に定めております。

⑥　株主総会の特別決議要件

　当社は、会社法第309条第２項に定める株主総会の特別決議要件について、議決権を行使することができる株主

の議決権の３分の１以上を有する株主が出席し、その議決権の３分の２以上をもって行う旨定款に定めておりま

す。これは、株主総会における特別決議の定足数を緩和することにより、株主総会の円滑な運営を行うことを目的

とするものであります。

　　⑦　取締役会の書面決議

　　　　当社は、取締役会の決議事項について取締役の全員が書面により同意し、かつ監査役が異議を述べなかったとき

は、当該決議事項を可決できる旨定款に定めております。

⑧　取締役及び監査役の責任免除

　　　　当社は、会社法第426条第１項の規定により、取締役会の決議をもって同法第423条第１項の行為に関する取締役

（取締役であった者を含む。）及び監査役（監査役であった者を含む。）の責任を法令の限度において免除するこ

とができる旨定款に定めております。これは、取締役及び監査役が職務を遂行するにあたり、その能力を十分に発

揮して、期待される役割を果たしうる環境を整備することを目的とするものであります。

⑨　取締役、監査役及び会計監査人の責任限定契約

　当社は、社外取締役、社外監査役及び会計監査人が期待される役割が十分発揮できるよう、当社定款により全社

外取締役、全社外監査役及び会計監査人である公認会計士櫻井由美子との間で、任務を怠ったことによる損害賠償

責任を限定する契約を締結しております。

　その契約内容の概要は次の通りであります。

社外取締役、社外監査役及び会計監査人が任務を怠ったことにより当社に損害を与えた場合において、社外取締

役、社外監査役及び会計監査人がその職務を行うにあたり善意でかつ重大な過失がないときは、法令に定める最低

責任限度額を限度として当社に対して損害賠償責任を負うものとする。
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（２）【役員の状況】

　　　①役員一覧

男性13名　女性－名　（役員のうち女性の比率－％）

役職名 氏名 生年月日 略歴 任期
所有株
式数
（株）

代表取締役社長 三澤　孝行 大正15年１月18日

昭和37年10月　山重組運輸株式会社設立

　　　　　　　同社代表取締役

平成５年６月　株式会社桑名カントリー倶楽部（現　株式

会社桑名カントリー倶楽部六石コース）取

締役

平成11年６月　同社常務取締役

平成11年10月　山重組運輸株式会社

　　　　　　　代表取締役会長（現任）

平成25年４月　当社常務取締役

平成26年６月　株式会社桑名カントリー倶楽部六石コース

代表取締役社長（現任）

平成27年６月　当社代表取締役（現任）

（注）３ 1

常務取締役 吉田　克己 昭和27年８月12日

昭和51年３月　株式会社藤原カントリー（現株式会社リオ

フジワラカントリー）　入社

昭和56年６月　桑名カントリー倶楽部　入社

平成19年４月　同倶楽部支配人

平成27年６月　同倶楽部総支配人（現任）

平成27年６月　当社常務取締役（現任）

平成27年６月　株式会社桑名カントリー倶楽部六石コース

常務取締役（現任）

（注）３ ―

取締役 大石　幼一 昭和28年２月６日

平成17年６月　中部日本放送株式会社取締役社長室長

平成20年６月　同社代表取締役社長

平成26年６月　同社代表取締役会長（現任）

令和元年６月　当社取締役（現任）

令和元年６月　株式会社桑名カントリー倶楽部六石コース

取締役（現任）

（注）３ ―

取締役 大矢　正明 大正14年１月24日

昭和29年６月　株式会社大矢鋳造所設立

昭和60年５月　同社代表取締役社長（現任）

平成25年４月　当社取締役（現任）

平成25年６月　株式会社桑名カントリー倶楽部六石コース

取締役（現任）

（注）３ 1

取締役 加藤　倫朗 昭和18年３月24日

平成９年６月　日本特殊陶業株式会社取締役

平成16年４月　同社代表取締役社長

平成21年６月　株式会社桑名カントリー倶楽部（現　株式

会社桑名カントリー倶楽部六石コース）取

締役（現任）

平成23年６月　日本特殊陶業株式会社

　　　　　　　代表取締役会長

平成25年４月　当社取締役（現任）

平成25年６月　日本特殊陶業株式会社相談役

（注）３ ―

取締役 小林　昭三 昭和３年３月19日

昭和54年10月　カネソウ株式会社代表取締役社長

平成10年８月　同社代表取締役会長

平成12年６月　株式会社桑名カントリー倶楽部（現　株式

会社桑名カントリー倶楽部六石コース）監

査役

平成18年６月　同社取締役（現任）

平成20年３月　カネソウ株式会社代表取締役名誉会長（現

任）

平成25年４月　当社取締役（現任）

（注）３ 1

取締役 柴田　昌治 昭和12年２月21日

昭和58年６月　日本ガイシ株式会社取締役

平成６年６月　同社代表取締役社長

平成14年６月　同社代表取締役会長

平成23年４月　同社取締役相談役

平成23年６月　同社相談役

平成24年６月　株式会社桑名カントリー倶楽部（現　株式

会社桑名カントリー倶楽部六石コース）取

締役（現任）

平成25年４月　当社取締役（現任）

平成29年２月　日本ガイシ株式会社特別顧問（現任）

（注）３ ―
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役職名 氏名 生年月日 略歴 任期
所有株
式数
（株）

取締役 種村　均 昭和23年３月27日

平成12年６月　株式会社ノリタケカンパニーリミテド取締

役

平成20年４月　同社代表取締役副社長

平成20年６月　同社代表取締役社長

平成25年６月　同社代表取締役会長

平成26年６月　当社取締役（現任）

平成26年６月　株式会社桑名カントリー倶楽部六石コース

取締役（現任）

平成30年６月　株式会社ノリタケカンパニーリミテド相談

役（現任）

（注）３ ―

取締役 土屋　嶢 昭和21年８月９日

昭和57年６月　株式会社大垣共立銀行取締役

平成５年６月　同社取締役頭取

平成14年６月　株式会社桑名カントリー倶楽部（現　株式

会社桑名カントリー倶楽部六石コース）取

締役（現任）

平成25年４月　当社取締役（現任）

令和元年６月　株式会社大垣共立銀行取締役会長（現任）

（注）３ ―

取締役 西村　憲一 昭和13年４月２日

昭和41年11月　光精工株式会社取締役

昭和57年12月　同社代表取締役社長

平成11年６月　株式会社桑名カントリー倶楽部（現　株式

会社桑名カントリー倶楽部六石コース）取

締役（現任）

平成25年４月　当社取締役（現任）

平成27年12月　光精工株式会社代表取締役会長（現任）

（注）３ 1

常勤監査役 森田　好博 昭和13年７月25日

昭和46年11月　森田フードシステム株式会社取締役

昭和57年１月　同社代表取締役社長

平成25年11月　同社代表取締役会長(現任）

平成26年６月　当社監査役（現任）

平成26年６月　株式会社桑名カントリー倶楽部六石コース

監査役（現任）

（注）４ 1

監査役 辻内　倫夫 昭和19年２月18日

昭和49年４月　辻内鋳物鉄工株式会社取締役

平成12年４月　同社代表取締役（現任）

平成29年６月　当社監査役（現任）

平成29年６月　株式会社桑名カントリー倶楽部六石コース

監査役（現任）

（注）４ 1

監査役 長谷川　治彦 昭和16年２月10日

昭和61年４月　株式会社名古屋集成社取締役

平成元年９月　同社代表取締役社長（現任）

平成30年６月　当社監査役（現任）

平成30年６月　株式会社桑名カントリー倶楽部六石コース

監査役（現任）

（注）５ 1

計 7

（注）１．取締役大石幼一、大矢正明、加藤倫朗、小林昭三、柴田昌治、種村均、土屋嶢、西村憲一は、社外取締役で
あります。

２．監査役森田好博、辻内倫夫、長谷川治彦は、社外監査役であります。
３．取締役の任期は、令和元年６月27日開催の定時株主総会終結の時から２年間。
４．監査役の任期は、平成29年６月27日開催の定時株主総会終結の時から４年間。
５．監査役の任期は、平成30年６月27日開催の定時株主総会終結の時から、令和３年３月期に係る定時株主総会
終結の時までである。

 
　　　②社外役員の状況

　当社の社外取締役は８名、社外監査役は３名であります。社外取締役７名は、当社の特定関係事業者である桑
名カントリー倶楽部の業務執行者としての理事に就任しております。社外監査役３名は、当社の特定関係事業者
である桑名カントリー倶楽部の監事に就任しております。
　その他、当社の社外取締役又は社外監査役及びその近親者並びにそれらが取締役に就任する会社と当社の間に
は、重要な利害関係はありません。また、社外取締役及び社外監査役による当社株式の保有は、「①役員一覧」
の「所有株式数」欄に記載のとおりであります。
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（３）【監査の状況】

　①　監査役監査の状況

　　　当社の監査役監査は、社外監査役３名で監査役会を構成し常勤監査役を１名定めている。各監査役は、監査役会

が定めた監査の方針、業務の分担等に従い、取締役会への出席や業務、財産の状況の調査等を通じ、取締役の職務

遂行の監査を行っております。また、監査役は経営者に対するモニタリングの機能を果たし内部統制の有効性を高

めるために、会計監査人と随時コミュニケーションを行ない、監査役会には会計監査人の出席を促し、相互連携を

図っております。

　　　なお、財務及び会計に関する相当程度の知見を有している監査役はおりません。

　　　当事業年度において当社は監査役会を年５回開催しおり、個々の監査役の出欠状況はについては次のとおりであ

ります。

氏名 開催回数 出席回数

森田好博 ５ ４

辻内倫夫 ５ ５

長谷川治彦 ５ ５

　　　監査役会における主な検討事項として、取締役会での取締役の職務遂行の監査を行っております。また、会計監

査人の評価及び報酬額の妥当性を判断しております。

　　　また、常勤監査役の活動として、取締役会に出席しております。

　②　内部監査の状況

　　　当社は小規模組織であり、桑名カントリー倶楽部の職員に業務の補助を依頼しており、内部監査体制はありませ

ん。

 

　③　会計監査の状況

　　a　会計監査人

　　　当社の会計監査業務を執行した公認会計士は責任者櫻井由美子、その他会計監査業務に係る補助者は公認会計士

１名、その他１名であります。

　　　なお、監査の審査体制としては、監査業務に携わってない独立の立場の公認会計士１名を審査担当員として、監

査意見の表明に対し、監査責任者の意見が一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して適切に形成されてい

ることを確かめるため、監査意見、監査の実施状況、監査調書の査閲を受け、監査責任者の意見に同意するか否か

の確認を行っております。

　　ｂ　継続監査期間

　　　当社の会計監査を執行した公認会計士の継続監査期間は７年であります。

　　ｃ　会計監査人の選定方針と理由

　　　当社では、会計監査人の当社との独立性に関する事項、会計監査人の事務所の品質管理の方針及び諸制度の適正

性を確認しております。さらに、当該会計監査人の職務の遂行が適正に行われることを確保するための体制が確立

されていることを選定方針としております。

　　　また監査役会が、会社法第340条第１項各号に該当すると判断した時は、会計監査人を解任する方針でありま

す。また、監査役会はその他公認会計士法等の法令に違反、低触した場合及び公序良俗に反する行為等があったと

判断した場合その事実に基づき、解任または再任・不再任の決定を行う方針であります。

　　ｄ　監査役及び監査役会による会計監査人の評価

　　　監査役会は会計監査人から監査計画及び監査結果の報告を受け、品質管理、職務執行状況を確認し、計画、方針

に従った品質及び執行状況であると評価しております。
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　④監査報酬の内容等

　　a　監査公認会計士等に対する報酬

 

前事業年度 当事業年度

監査証明業務に基づく報酬
（千円）

非監査業務に基づく報酬
（千円）

監査証明業務に基づく報酬
（千円）

非監査業務に基づく報酬
（千円）

2,000 － 2,000 －

 

　　b　監査公認会計士等と同一のネットワークに属する組織に対する報酬

　該当事項はありません。

 

　　c　その他の重要な監査証明業務に基づく報酬の内容

　該当事項はありません。

 

　　d　監査報酬の決定方針

　当社の監査公認会計士に対する監査報酬の決定方針としましては、監査役会が会社法第399条第１項の同意を

行った理由を、取締役会において報告を受け、監査公認会計士から提示された監査報酬が監査日数、当社の規

模、業務の特性等の要素を勘案して適切なものであるかを吟味し決定しております。

 

　　e　監査役会が会計監査人の報酬等に同意した理由

　監査役会は、会計監査人から監査計画（監査方針、監査項目、監査予定時間等）の説明を受けた後、その内

容及び報酬見積りの額について、前期の実績評価を踏まえ、前期の計画と実績、報酬総額、時間あたりの報酬

単価等との比較検討を行い検討した結果、報酬等の額は妥当と判断し、会社法第399条第１項の同意を行ってお

ります。

（４）【役員の報酬等】

　当社は非上場会社でありますので、記載すべき事項はありません。

　なお、役員報酬の内容につきましては、「４　コーポレート・ガバナンスの状況等　（１）コーポレート・ガバ

ナンスの概要」に記載しております。

（５）【株式の保有状況】

　当社は非上場会社でありますので、記載すべき事項はありません。
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第５【経理の状況】
１．当社の財務諸表は「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和38年大蔵省令第59号）に基づい

て作成しております。

 

２．当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第７期事業年度（平成31年４月１日から令和２年

３月31日まで）の財務諸表について、公認会計士櫻井由美子により監査を受けております。

３．当社は、子会社はありませんので、連結財務諸表は作成しておりません。

４．財務諸表等の適正性を確認するための特段の取組について

　　当社は、財務諸表の適正性を確認するための特段の取組は行っておりません。
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１【財務諸表等】

（１）【財務諸表】

①【貸借対照表】

  (単位：千円)

 
前事業年度

(平成31年３月31日)
当事業年度

(令和２年３月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 122,768 118,730

その他 1,000 598

流動資産合計 123,769 119,329

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 471,095 441,646

構築物（純額） 46,114 42,347

機械及び装置（純額） 582 0

工具、器具及び備品（純額） 37,639 28,144

土地 332,527 375,008

立木 14,277 14,277

コース勘定 1,321,653 1,321,653

有形固定資産合計 ※ 2,223,890 ※ 2,223,076

投資その他の資産   

差入保証金 50 50

繰延税金資産 5,550 5,999

投資その他の資産合計 5,600 6,049

固定資産合計 2,229,490 2,229,126

資産合計 2,353,259 2,348,456

負債の部   

流動負債   

1年内返済予定の長期借入金 31,924 28,572

未払費用 3,493 3,624

未払法人税等 2,171 10,334

未払消費税等 9,100 3,998

預り金 181 190

流動負債合計 46,871 46,720

固定負債   

長期借入金 114,284 85,712

預り保証金 515,000 515,000

固定負債合計 629,284 600,712

負債合計 676,155 647,432

純資産の部   

株主資本   

資本金 90,000 90,000

資本剰余金   

資本準備金 1,464,468 1,464,468

その他資本剰余金 5,806 5,806

資本剰余金合計 1,470,275 1,470,275

利益剰余金   

その他利益剰余金   

繰越利益剰余金 116,829 140,748

利益剰余金合計 116,829 140,748

株主資本合計 1,677,104 1,701,024

純資産合計 1,677,104 1,701,024

負債純資産合計 2,353,259 2,348,456
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②【損益計算書】

  (単位：千円)

 
前事業年度

(自　平成30年４月１日
　至　平成31年３月31日)

当事業年度
(自　平成31年４月１日
　至　令和２年３月31日)

売上高 150,000 150,000

売上原価   

減価償却費 48,375 43,294

土地賃借料 14,003 14,001

諸税金等 12,925 11,769

修理費 5,979 12,016

業務委託費 2,543 2,706

その他 5,461 4,945

売上原価合計 89,288 88,734

売上総利益 60,711 61,265

販売費及び一般管理費   

役員報酬 10,800 10,800

給料及び手当 2,040 1,980

支払報酬 3,300 3,345

消耗品費 335 520

交際費 2,441 2,204

業務委託費 1,968 1,968

賃借料 1,204 981

その他 5,356 3,609

販売費及び一般管理費合計 27,445 25,409

営業利益 33,265 35,856

営業外収益   

受取利息 1 1

受取賃貸料 555 550

受取補償金 1,091 356

その他 27 102

営業外収益合計 1,675 1,010

営業外費用   

支払利息 970 777

営業外費用合計 970 777

経常利益 33,970 36,089

特別損失   

固定資産除却損 2 0

和解金 20,000 －

特別損失合計 20,002 0

税引前当期純利益 13,967 36,089

法人税、住民税及び事業税 4,571 12,620

法人税等調整額 167 △449

法人税等合計 4,738 12,170

当期純利益 9,228 23,919
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③【株主資本等変動計算書】

前事業年度（自　平成30年４月１日　至　平成31年３月31日）

        (単位：千円)

 株主資本

純資産合計

 

資本金

資本剰余金 利益剰余金

株主資本合
計

 

資本準備金
その他資本
剰余金

資本剰余金
合計

その他利益剰余金
利益剰余金
合計

 
繰越利益剰
余金

その他利益
剰余金合計

当期首残高 90,000 1,464,468 5,806 1,470,275 107,600 107,600 107,600 1,667,875 1,667,875

当期変動額          

当期純利益     9,228 9,228 9,228 9,228 9,228

当期変動額合計 － － － － 9,228 9,228 9,228 9,228 9,228

当期末残高 90,000 1,464,468 5,806 1,470,275 116,829 116,829 116,829 1,677,104 1,677,104

 

当事業年度（自　平成31年４月１日　至　令和２年３月31日）

        (単位：千円)

 株主資本

純資産合計

 

資本金

資本剰余金 利益剰余金

株主資本合
計

 

資本準備金
その他資本
剰余金

資本剰余金
合計

その他利益剰余金
利益剰余金
合計

 
繰越利益剰
余金

その他利益
剰余金合計

当期首残高 90,000 1,464,468 5,806 1,470,275 116,829 116,829 116,829 1,677,104 1,677,104

当期変動額          

当期純利益     23,919 23,919 23,919 23,919 23,919

当期変動額合計 － － － － 23,919 23,919 23,919 23,919 23,919

当期末残高 90,000 1,464,468 5,806 1,470,275 140,748 140,748 140,748 1,701,024 1,701,024
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④【キャッシュ・フロー計算書】

  (単位：千円)

 
前事業年度

(自　平成30年４月１日
　至　平成31年３月31日)

当事業年度
(自　平成31年４月１日
　至　令和２年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前当期純利益 13,967 36,089

減価償却費 48,375 43,294

受取利息及び受取配当金 △1 △1

支払利息 970 777

固定資産除却損 2 0

和解金 20,000 －

その他の流動資産の増減額（△は増加） 1,738 401

その他の流動負債の増減額（△は減少） 2,959 140

その他 25,137 △5,102

小計 113,150 75,600

利息及び配当金の受取額 1 1

利息の支払額 △970 △777

和解金の支払額 △20,000 －

法人税等の支払額 △3,190 △4,456

営業活動によるキャッシュ・フロー 88,991 70,367

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △12,640 △42,481

投資活動によるキャッシュ・フロー △12,640 △42,481

財務活動によるキャッシュ・フロー   

長期借入金の返済による支出 △31,896 △31,924

財務活動によるキャッシュ・フロー △31,896 △31,924

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 44,455 △4,037

現金及び現金同等物の期首残高 78,312 122,768

現金及び現金同等物の期末残高 ※ 122,768 ※ 118,730
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【注記事項】

（重要な会計方針）

1．固定資産の減価償却の方法

　　　有形固定資産

 定率法（ただし、平成10年４月１日以降に取得した建物（附属設備を除く）、並びに平成28年４月１

日以降に取得した建物附属設備及び構築物については定額法）を採用しております。

　なお、残存価額については備忘価額(1円)としております。また、主な耐用年数は以下のとおりであ

ります。

建物 ８～50年

構築物 ３～50年

 

２．キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲

　手許現金・要求払預金及び取得日から３ケ月以内に満期日の到来する流動性の高い、容易に換金可能

であり、かつ、価値の変動について僅少なリスクしか負わない短期的な投資

 

３．消費税等の会計処理

税抜方式

 

（貸借対照表関係）

※（１）減価償却累計額

前事業年度（平成31年３月31日）

有形固定資産は、取得価額から減価償却累計額1,019,609千円を直接控除して表示しております。

 

当事業年度（令和２年３月31日）

有形固定資産は、取得価額から減価償却累計額1,062,521千円を直接控除して表示しております。

 

　（２）保証債務

次の会社の金融機関からの借入に対し債務保証を行っております。

株式会社桑名カントリー倶楽部六石コース　借入金　93,336千円

 

（損益計算書関係）

　該当事項はありません。
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（株主資本等変動計算書関係）

前事業年度（自　平成30年４月１日　至　平成31年３月31日）

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

 
当事業年度期首株
式数（株）

当事業年度増加株
式数（株）

当事業年度減少株
式数（株）

当事業年度末株式
数（株）

発行済株式     

普通株式 1,740 － － 1,740

合計 1,740 － － 1,740

自己株式     

普通株式 － － － －

合計 － － － －

 

　　　　２．新株予約権及び自己新株予約権に関する事項

　　　　　　該当事項はありません。

　　　　３．配当に関する事項

　　　　　（1）配当金支払額

　　　　　　　 該当事項はありません。

　　　　　 (2) 基準日が当期に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌期となるもの

　　　　　　 　該当事項はありません。

 

当事業年度（自　平成31年４月１日　至　令和２年３月31日）

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

 
当事業年度期首株
式数（株）

当事業年度増加株
式数（株）

当事業年度減少株
式数（株）

当事業年度末株式
数（株）

発行済株式     

普通株式 1,740 － － 1,740

合計 1,740 － － 1,740

自己株式     

普通株式 － － － －

合計 － － － －

 

　　　　２．新株予約権及び自己新株予約権に関する事項

　　　　　　該当事項はありません。

　　　　３．配当に関する事項

　　　　　（1）配当金支払額

　　　　　　　 該当事項はありません。

　　　　　 (2) 基準日が当期に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌期となるもの

　　　　　　 　該当事項はありません。
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（キャッシュ・フロー計算書関係）

　　　　※現金及び現金同等物の期末残高と貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前事業年度

（自　平成30年４月１日
至　平成31年３月31日）

当事業年度
（自　平成31年４月１日
至　令和２年３月31日）

現金及び預金勘定 122,768千円 118,730千円

計 122,768千円 118,730千円

現金及び現金同等物 122,768千円 118,730千円

 

（リース取引関係）

　　　　該当事項はありません。

 

（金融商品関係）

１．金融商品の状況に関する事項

　(1) 金融商品に対する取組方針

　　　資金運用及び資金調達方針は、リスクのある金融商品を取り扱わない方針としております。

　(2) 金融商品の内容及びそのリスク

　　　営業債務である未払費用は、1ヶ月以内の支払期日であります。借入金は最終返済日が決算日後４年

　　であり金利の変動リスクがあります。

　(3) 金融商品に関するリスク管理体制

　　①市場リスク(金利等の変動リスク)の管理

　　　借入金については、変動金利の長期借入金に関しましては、金利の変動リスクに晒されております。

　　当該リスクについては、担当部署が金利動向を監視し、支払金利の変動リスクが高まった場合には、デ

　　リバティブ取引（金利スワップ取引等）をヘッジ手段として検討する管理体制を構築しております。

　　②資金調達に係る流動性リスク(支払期日に支払いを出来なくなるリスク）の管理

　　　当社は、毎月の支払状況に基づき資金繰り計画を作成・更新する手許流動性の維持などにより流動性

　　リスク管理しております。
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２．金融商品の時価等に関する事項

　貸借対照表計上額、時価及び差額については、次のとおりであります。なお、時価を把握することが困

難なものは含まれておりません。

前事業年度（平成31年３月31日）

 　貸借対照表計上額(千円) 　時価(千円) 　差額(千円）

（１）現金及び預金 122,768 122,768 －

　資産計 122,768 122,768 －

（２）未払費用

（３）未払法人税等・未払消費税等

（４）長期借入金※

3,493

11,272

146,208

3,493

11,272

146,140

－

－

△67

　負債計 160,973 160,906 △67

　　　　　※負債の長期借入金は1年内返済予定の長期借入金を合算して表示しております。

当事業年度（令和２年３月31日）

 　貸借対照表計上額(千円) 　時価(千円) 　差額(千円）

（１）現金及び預金 118,730 118,730 －

　資産計 118,730 118,730 －

（２）未払費用

（３）未払法人税等・未払消費税等

（４）長期借入金※

3,624

14,333

114,284

3,624

14,333

114,228

－

－

△55

　負債計 132,241 132,185 △55

　　　　　※負債の長期借入金は1年内返済予定の長期借入金を合算して表示しております。

(注）１．金融商品の時価の算定方法に関する事項

　資産

　　①現金及び預金

　　　これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっており

ます。

　負債

　　①未払費用、未払法人税等・未払消費税等

　　　これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっており

ます。

　　②長期借入金

　　　これらの時価については、元利金の合計額を新規に同様の借入の実行をした場合に想定される利率で割

り引いた現在価値により算定しております。

 

　　　２．時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品

前事業年度（平成31年３月31日）

　区分 　　　貸借対照表計上額(千円)

預り保証金 515,000

当事業年度（令和２年３月31日）

　区分 　　　貸借対照表計上額(千円)

預り保証金 515,000

　　　預り保証金については、市場価格がなく、かつ返済期間が確定していないため将来キャッシュ・フロー

を見積もることができません。したがって、時価を把握することが極めて困難と認められるものである

ため、時価の表示をしておりません。
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　　　３.金融商品の時価等に関する事項についての補足説明

　金融商品の時価には、市場価格がない場合には合理的に算定された価格が含まれております。当該価

格の算定においては変動要因を織り込んでいるため、異なる前提条件を採用することにより、当該価格

が変動することがあります。

 

３.金銭債権の決算日後の償還予定額

前事業年度（平成31年３月31日）

 1年以内（千円）

現金及び預金 122,622

合計 122,622

 

当事業年度（令和２年３月31日）

 1年以内（千円）

現金及び預金 118,651

合計 118,651

 

 

４.長期借入金の決算日後の返済予定額

前事業年度（平成31年３月31日）

 
１年以内
（千円）

１年超
２年以内
（千円）

２年超
３年以内
（千円）

３年超
４年以内
（千円）

４年超
５年以内
（千円）

５年超
（千円）

長期借入金 31,924 28,572 28,572 28,572 28,568 －

合計 31,924 28,572 28,572 28,572 28,568 －

 

当事業年度（令和２年３月31日）

 
１年以内
（千円）

１年超
２年以内
（千円）

２年超
３年以内
（千円）

３年超
４年以内
（千円）

４年超
５年以内
（千円）

５年超
（千円）

長期借入金 28,572 28,572 28,572 28,568 － －

合計 28,572 28,572 28,572 28,568 － －

 

（有価証券関係）

　該当事項はありません。

（デリバティブ取引関係）

　該当事項はありません。

（退職給付関係）

　該当事項はありません。
 

（ストック・オプション等関係）

　該当事項はありません。
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（税効果会計関係）

前事業年度（平成31年３月31日） 当事業年度（令和２年３月31日）

１．繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の

内訳

１．繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の

内訳
 
繰延税金資産  

減価償却超過額

一括償却資産

未払事業税

5,383千円

20千円

145千円

繰延税金資産合計 5,550千円

 

 
繰延税金資産  

減価償却超過額

未払事業税

5,140千円

859千円

繰延税金資産合計 5,999千円

 

２．法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率

との差異の原因となった主な項目別の内訳

 
　法人実効税率と税効果会計適用後の法人税の負担率
との間の差異が法定実効税率の100分の５以下であるた
め注記を省略しております。

 

２．法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率

との差異の原因となった主な項目別の内訳

 
　法人実効税率と税効果会計適用後の法人税の負担率
との間の差異が法定実効税率の100分の５以下であるた
め注記を省略しております。

 

 

（持分法損益等）

　該当事項はありません。

（企業結合等関係）

　該当事項はありません。
 

（資産除去債務関係）

　該当事項はありません。
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（賃貸等不動産関係）

　　当社では、主に三重県桑名市にゴルフ場施設を賃貸不動産として所持しており、その施設全体を桑名カントリー倶楽

部へ賃貸しております。

　　前事業年度における当該賃貸等不動産に関する賃貸利益は60,711千円（賃貸収益は売上高に、賃貸原価は売上原価に

計上）であります。当事業年度における当該賃貸等不動産に関する賃貸利益は61,265千円(賃貸収益は売上高に、賃貸

原価は売上原価に計上）であります。また、その他甲賀市に不動産を所持しております。

　　また、当該賃貸等不動産の貸借対照表計上額、当事業年度増減額及び時価は、次のとおりであります。

前事業年度（自　平成30年４月１日　至　平成31年３月31日）

　貸借対照表計上額（千円） 当事業年度末の時価

（千円）当事業年度期首残高 当事業年度増減額 当事業年度末残高

2,259,629 △35,738 2,223,890 1,926,325

　(注)　１．貸借対照表計上額は、取得原価から減価償却累計額を控除した金額であります。

　　　　２．当事業年度増減額のうち主な増加額は構築物（4,980千円）とコース（6,819千円）であり、主な減少額は減

価償却（48,375千円）であります。

　　　　３．当事業年度末の時価の算定方法は「不動産鑑定評価基準」に基づいて、自社で算定した金額（指標等を用い

て調整を行ったものを含む）であります。

 

当事業年度（自　平成31年４月１日　至　令和２年３月31日）

　貸借対照表計上額（千円） 当事業年度末の時価

（千円）当事業年度期首残高 当事業年度増減額 当事業年度末残高

2,223,890 △813 2,223,076 2,245,483

　(注)　１．貸借対照表計上額は、取得原価から減価償却累計額を控除した金額であります。

　　　　２．当事業年度増減額のうち主な増加額は土地の購入（42,481千円）であり、主な減少額は減価償却（43,294千

円）であります。

　　　　３．当事業年度末の時価の算定方法は、賃貸不動産では「不動産鑑定評価基準」に基づいて、自社で算定した金

額（指標等を用いて調整を行ったものを含む）であり、その他の不動産については固定資産税評価額を合理

的に調整した金額であります。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当社は、不動産賃貸事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

【関連情報】

前事業年度（自　平成30年４月１日　至　平成31年３月31日）

１.製品及びサービスごとの情報

　　単一の製品・サービスの区分の外部顧客への売上高が損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を

省略しております。

 

２.地域ごとの情報

　（１）売上高

　　　　本邦の外部顧客への売上高が損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略しております。

 

　（２）有形固定資産

　　　　本邦に所在している有形固定資産の金額が貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超えるため、

記載を省略しております。
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３.主要な顧客ごとの情報

顧客の名称又は氏名 売上高（千円） 関連するセグメント名

桑名カントリー倶楽部 150,000 不動産賃貸事業

当事業年度（自　平成31年４月１日　至　令和２年３月31日）

１.製品及びサービスごとの情報

　　単一の製品・サービスの区分の外部顧客への売上高が損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を

省略しております。

 

２.地域ごとの情報

　（１）売上高

　　　　本邦の外部顧客への売上高が損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略しております。

 

　（２）有形固定資産

　　　　本邦に所在している有形固定資産の金額が貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超えるため、

記載を省略しております。

 

３.主要な顧客ごとの情報

顧客の名称又は氏名 売上高（千円） 関連するセグメント名

桑名カントリー倶楽部 150,000 不動産賃貸事業

 

【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

前事業年度（自　平成30年４月１日　至　平成31年３月31日）

　　　　該当事項はありません。

 

当事業年度（自　平成31年４月１日　至　令和２年３月31日）

　　　　該当事項はありません。

 

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

前事業年度（自　平成30年４月１日　至　平成31年３月31日）

　　　　該当事項はありません。

 

当事業年度（自　平成31年４月１日　至　令和２年３月31日）

　　　　該当事項はありません。

 

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

前事業年度（自　平成30年４月１日　至　平成31年３月31日）

　　　　該当事項はありません。

 

当事業年度（自　平成31年４月１日　至　令和２年３月31日）

　　　　該当事項はありません。
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【関連当事者情報】

役員及び個人主要株主等

　前事業年度（自　平成30年４月１日　至　平成31年３月31日）

種類

会社等

の名称

又は

氏名

所在地

資本金

又は

出資金

（千円）

事業の

内容又

は職業

議決権等

の所有

（被所有）

（％）

関連当事者

との関係

取引の

内容

取引

金額

（千円）

科目

期末

残高

（千円）

役員

三澤孝行 － －

当社代表取締役

社長

桑名カントリー

倶楽部理事長

（注）３

（被所有）

0.0％

施設の賃貸

（注）2,3

ゴルフ

場施設

の賃貸

150,000

預り

保証

金

515,000

当社代表取締役

社長

株式会社桑名カ

ントリー倶楽部

六石コース代表

取締役社長

（被所有）

0.0%

債務被保証

（注）５

 

債務

被保証

 

 

預り保証金

515,000

 

 

 

－ －

吉田克己 － －

当社常務取締役

株式会社桑名カ

ントリー倶楽部

六石コース常務

取締役

－

　当事業年度（自　平成31年４月１日　至　令和２年３月31日）

種類

会社等

の名称

又は

氏名

所在地

資本金

又は

出資金

（千円）

事業の

内容又

は職業

議決権等

の所有

（被所有）

（％）

関連当事者

との関係

取引の

内容

取引

金額

（千円）

科目

期末

残高

（千円）

役員

三澤孝行 － －

当社代表取締役

社長

桑名カントリー

倶楽部理事長

（注）３

（被所有）

0.0％

施設の賃貸

（注）2,3

ゴルフ

場施設

の賃貸

150,000

預り

保証

金

515,000

 

当社代表取締役

社長

株式会社桑名カ

ントリー倶楽部

六石コース代表

取締役社長

（被所有）

債務保証

（注）４

 

債務

保証

借入金残高

93,336
－ －

0.0%

債務被保証

（注）５

債務

被保証

 
預り保証金

515,000

－  

吉田克己 － －

当社常務取締役

株式会社桑名カ

ントリー倶楽部

六石コース常務

取締役

 

－

 
土地の購入

（注）６

土地の

購入
42,481 土地 42,481

（注)１.取引金額には消費税等が含まれておりません。
２.当社所有のゴルフ場施設を桑名カントリー倶楽部に賃貸しており、賃貸料については近隣の地代を参考にした価
格によっています。

３.当該取引は役員が第三者（桑名カントリー倶楽部）の理事長として行った取引であり、役員との直接の取引はあ
りません。

４.当社は株式会社桑名カントリー倶楽部六石コースの銀行借入（当初借入額100,000千円、期限5年）につき、債務
保証を行ったものであり、保証料は受領しておりません。

５.当社は預り保証金に対して、株式会社桑名カントリー倶楽部六石コースから会社分割により重畳的債務引受によ
る債務保証を受けており、役員との直接の取引はありません。

６.近隣の取引実勢等に基づいて決定しております。
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（１株当たり情報）

前事業年度（自　平成30年４月１日　至　平成31年３月31日） 当事業年度（自　平成31年４月１日　至　令和２年３月31日）

 
１．１株当たり純資産額 963,853円

２．１株当たり当期純利益 5,303円
 

 
１．１株当たり純資産額 977,600円

２．１株当たり当期純利益 13,746円
 

　なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

　なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

　（注）　１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前事業年度

（自　平成30年４月１日
至　平成31年３月31日）

当事業年度
（自　平成31年４月１日
至　令和２年３月31日）

当期純利益（千円） 9,228 23,919

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る当期純利益（千円） 9,228 23,919

期中平均株式数（株） 1,740 1,740

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

⑤【附属明細表】

【有価証券明細表】

　該当事項はありません。

【有形固定資産等明細表】

資産の種類
当期首残高
（千円）

当期増加額
（千円）

当期減少額
（千円）

当期末残高
（千円）

当期末減価償
却累計額又は
償却累計額
(千円)

当期償却額
（千円）

差引当期末残
高（千円）

有形固定資産        

建物 922,273 － － 922,273 480,627 29,449 441,646

構築物 469,458 － 383 469,075 426,727 3,767 42,347

機械及び装置 94,742 － － 94,742 94,742 582 0

工具、器具及び備品 88,568 － － 88,568 60,424 9,495 28,144

土地 332,527 42,481 － 375,008 － － 375,008

立木 14,277 － － 14,277 － － 14,277

コース勘定 1,321,653 － － 1,321,653 － － 1,321,653

有形固定資産計 3,243,500 42,481 383 3,285,598 1,062,521 43,294 2,223,076

無形固定資産        

― － － － － － － －

無形固定資産計 － － － － － － －

長期前払費用 － － － － － － －

繰延資産        

― － － － － － － －

繰延資産計 － － － － － － －

　（注）当期増減額の主なものは、下記の通りです。

　　　　土地　　増加　信楽山林　　42,481千円
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【社債明細表】
 
　該当事項はありません。

 

【借入金等明細表】

区分
当期首残高
（千円）

当期末残高
（千円）

平均利率
（％）

返済期限

１年以内に返済予定の長期借入金 31,924 28,572 0.6 －

長期借入金（１年以内に返済予定のものを除く。） 114,284 85,712 0.6  令和３年～令和６年

合計 146,208 114,284 　 － －

　（注）１．平均利率については、期末借入金残高に対する加重平均利率を記載しております。

２．長期借入金（１年以内に返済予定のものを除く。）の貸借対照表日後５年間の返済予定額は以下のとおりで

あります。

 

  1年超2年以内(千円)  2年超3年以内(千円）  3年超4年以内(千円)  4年超5年以内(千円)

 　長期借入金 28,572 28,572 28,568 －

 

【引当金明細表】

　　　　　該当事項はありません。

 

【資産除去債務明細表】

　該当事項はありません。

 

（２）【主な資産及び負債の内容】

①　現金及び預金

区分 金額（千円）

現金 79

普通預金 98,651

定期預金 20,000

合計 118,730

②　預り保証金

区分 金額（千円）

桑名カントリー倶楽部（ゴルフ場施設賃貸借保証金） 515,000

合計 515,000

 

（３）【その他】

　該当事項はありません。
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第６【提出会社の株式事務の概要】

事業年度 ４月１日から３月31日まで

定時株主総会 ６月中

基準日 ３月31日

株券の種類 １株券

剰余金の配当の基準日 ３月31日

１単元の株式数 －

株式の名義書換え  

取扱場所
三重県桑名市大字嘉例川861番地

株式会社桑名カントリー倶楽部

株主名簿管理人 該当事項はありません。

取次所 該当事項はありません。

名義書換手数料 －

新券交付手数料 －

単元未満株式の買取り  

取扱場所 該当事項はありません。

株主名簿管理人 該当事項はありません。

取次所 該当事項はありません。

買取手数料 該当事項はありません。

公告掲載方法 中日新聞

株主に対する特典

個人１株以上、法人２株以上を所有する株主は会社と別の人格なき社団

桑名カントリー倶楽部へ入会申込みの権利を得られ、入会者は低廉なる

料金でゴルフをすることが出来る。
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第７【提出会社の参考情報】

１【提出会社の親会社等の情報】

　当社は、上場会社ではありませんので、金融商品取引法第24条の7第1項の適用がありません。

２【その他の参考情報】

　当事業年度の開始日から有価証券報告書提出日までの間に次の書類を提出している。

（１）有価証券報告書及びその添付書類

　　　事業年度（第６期）（自　平成30年４月１日　至　平成31年３月31日）令和元年６月28日東海財務局長に提出

（２）半期報告書

　　　（第７期中）（自　平成31年４月１日　至　令和元年９月30日）令和元年12月13日東海財務局長に提出。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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独立監査人の監査報告書

 

  令和２年６月22日

株式会社桑名カントリー倶楽部   

 

 取締役会　御中  

 

 櫻井由美子公認会計士事務所  

 愛知県名古屋市  

 

 
 

  公認会計士 櫻井　由美子　印

 

監査意見

　私は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられている株式会

社桑名カントリー倶楽部の平成31年4月1日から令和2年3月31日までの第7期事業年度の財務諸表、すなわち、貸借対照

表、損益計算書、株主資本等変動計算書、キャッシュ・フロー計算書、重要な会計方針、その他の注記及び附属明細書に

ついて監査を行った。

　私は、上記の財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、株式会社桑名カン

トリー倶楽部の令和2年3月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了する事業年度の経営成績及びキャッシュ・フロー

の状況を、すべての重要な点において適正に表示しているものと認める。

 

監査意見の根拠

　私は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準における私の責任

は、「財務諸表監査における監査人の責任」に記載されている。私は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、

会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。私は、意見表明の基礎となる十分

かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

 

財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して財務諸表を作成し適正に表示

することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が

必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提

に基づき財務諸表を作成することが適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計

の基準に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

財務諸表監査における監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての財務諸表に不正又は誤謬による重要な虚偽表示がな

いかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から財務諸表に対する意見を表明することにあ

る。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集計すると、財務諸表の利用者の意思決定に影

響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると判断される。監査人は、我が国において一般に公正妥当と認め

られる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実

施する。

・不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応した監査手続を立

案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査

証拠を入手する。

・財務諸表監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人は、リスク評価の実施

に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部統制を検討する。

・経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積りの合理性及び関

連する注記事項の妥当性を評価する。
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・経営者が継続企業を前提として財務諸表を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査証拠に基づき、継

続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認められるかどうか結論付け

る。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監査報告書において財務諸表の注記事項に注意を喚

起すること、又は重要な不確実性に関する財務諸表の注記事項が適切でない場合は、財務諸表に対して除外事項付意見

を表明することが求められている。監査人の結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠に基づいているが、将来の

事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠しているかどうか

とともに、関連する注記事項を含めた財務諸表の表示、構成及び内容、並びに財務諸表が基礎となる取引や会計事象を

適正に表示しているかどうかを評価する。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別した内部統制の

重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項について報告を行う。

 

利害関係

　会社と私との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以上

　（注）１．上記は監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が財務諸表に添付する

形で別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは監査の対象には含まれていません。
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